
去
る
令
和
７
年
３
月
21

日
に
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

晴
天
の
中
、
野
木
沢
小
学

校
最
後
の
卒
業
式
、
そ
の

後
閉
校
式
典
並
び
に
お
別

れ
の
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
12
名
在
校
生
25
名

の
計
37
名
が
野
木
沢
小
学

校
の
最
後
を
見
届
け
た
。

来
賓
と
し
て
石
川
町
議
会

議
長
、
地
元
県
議
会
議
員
、

石
川
町
教
育
委
員
の
方
々

が
式
典
に
参
列
し
、
式
典

が
挙
行
さ
れ
た
。

式
典
前
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
石
川

町
オ
カ
リ
ナ
愛
好
会
の
皆

さ
ん
に
よ
り
オ
カ
リ
ナ
の

演
奏
が
披
露
さ
れ
、
式
典

を
盛
り
上
げ
た
。

そ
の
後
、
次
第
に
添
っ
て

進
め
ら
れ
、

１
．
開
式
の
言
葉

２
．
国
歌
斉
唱

３
．
町
長
式
辞

４
．
校
長
あ
い
さ
つ

５
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
あ
い
さ

つ

６
．
来
賓
あ
い
さ
つ

・
町
議
会
議
長

・
県
議
会
議
員

７
．
来
賓
紹
介

８
．
児
童
代
表
の
言
葉

９
．
校
旗
の
返
納

10
．
校
歌
斉
唱

11
．
閉
式
の
言
葉

以
上
の
内
容
で
閉
校
式

式
典
が
厳
粛
の
中
無
事
終

了
し
、
１
５
１
年
の
野
木

沢
小
学
校
の
歴
史
に
終
止

符
が
打
た
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
引
き
続
き
お
別

れ
の
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
思
い
出
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

上
映
し
、
各
部
会
か
ら
の

報
告
、
在
校
児
童
へ
記
念

品
を
贈
呈
、
児
童
全
員
に

よ
る
お
別
れ
の
言
葉
を
行

い
閉
式
と
な
っ
た
。

去
る
令
和
７
年
３
月
22

日
に
野
木
沢
小
学
校
卒
業

有
志
会
が
主
催
で
「
閉
校

メ
モ
リ
ア
ル
花
火
」
と
し

て
１
５
１
発
の
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
た
。
学
校
の

校
庭
を
舞
台
に
沢
山
の
来

場
者
に
よ
り
埋
め
尽
く
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
華
麗
に
学

校
の
最
後
を
見
送
る
か
の

よ
う
に
花
火
が
舞
い
散
り

惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
無
事

終
了
と
な
り
ま
し
た
。
関

係
者
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。
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野
木
沢
小
学
校
閉
校
式

式
典
晴
れ
や
か
に
挙
行

野
木
沢
小
学
校
閉
校

記
念「
閉
校
メ
モ
リ

ア
ル
花
火
」開
催

上
記
、
閉
校
記

念
と
し
て
製
作

さ
れ
た
横
断
幕
、

在
校
児
童
の
気

持
ち
が
込
め
ら

れ
た
文
章
と
桜

の
花
び
ら
を
最

後
の
在
校
児
童

の
数
（
37
名
）

を
表
現
し
製
作

し
ま
し
た
。

町へ校旗が返納されました

式典の様子

児童代表の言葉（水野優結）



野
木
沢
小
学
校
閉
校
に

伴
い
令
和
７
年
４
月
か
ら

体
育
館
の
使
用
許
可
申
請

が
学
校
か
ら
野
木
沢
自
治

セ
ン
タ
ー
に
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

ほ
か
に
使
用
許
可
申
請

書
等
今
ま
で
と
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
予
約
状
況
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
（
予
約
フ
ォ
ー
ム
は

体
育
館
に
関
し
ま
し
て
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
す
）

※

体
育
館
関
係
は
赤
丸

の
印
を
参
考
に
見
て
く
だ

さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
ア
ド
レ
ス
）
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平
成
28
年
度
に
立
ち
上

が
っ
た
野
小
っ
子
ク
ラ
ブ

も
野
木
沢
小
学
校
閉
校
に

伴
い
令
和
６
年
度
を
も
っ

て
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

当
時
の
立
ち
上
げ
の
時

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
東

日
本
大
震
災
後
、
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
に
て
当
地
区

の
課
題
と
将
来
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
宮
城
大
学
生

も
入
っ
て
頂
き
児
童

の
放
課
後
の
居
場
所

づ
く
り
が
必
要
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
保
護
者
向

け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
石
川
町
で
行
っ

て
い
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
と
同
じ
よ
う

な
内
容
で
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

今
年
、
石
川
中
学

校
を
卒
業
さ
れ
た
生

徒
が
１
年
生
の
時
で
あ
り

ま
す
の
で
９
年
間
の
取
り

組
み
と
な
り
ま
す
。
開
所

時
は
利
用
す
る
部
屋
も
な

く
体
育
館
の
前
室
で
、
冬

は
寒
く
調
達
し
て
き
た
座

布
団
を
敷
い
て
宿
題
を
し

て
い
た
の
も
懐
か
し
い
思

い
出
で
す
。
ま
た
、
夏
休

み
期
間
の
取
り
組
み
も
郡

山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

地
域
創
成
学
科
様
の
ご
協

力
に
よ
り
「
夏
季
体
験
学

習
」
に
も
取
り
組
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

利
用
児
童
は
１
年
目
44

人
で
平
成
31
年
の
84
人
を

最
高
に
毎
年
減
っ
て
い
き

最
後
の
年
は
26
人
と
な
り

ま
し
た
。
な
り
よ
り
も
良

か
っ
た
事
は
児
童
が
大
き

な
ケ
ガ
（
３
人
ぐ
ら
い
心

配
な
ケ
ガ
あ
り
）
を
し
な

か
っ
た
こ
と
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
先

生
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
お
力
の
賜
物

と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

今
後
は
子
ど
も
の
居
場

所
と
し
て
自
治
セ
ン
タ
ー

も
活
用
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

長
い
間
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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４月各団体行事予定
日 曜日 内 容 日 曜日 内 容

４日 金消防辞令交付式 13日 日開パ水出し
４日 金のぎさの会総会、事前会議 16日 水企画推進委員会
５日 土塩沢区委員会、中野区班長代議委員会 17日 木塩沢区長寿会奉仕作業①
６日 日曲木区春道普請 20日 日春季検閲式
９日 水のぎさわの会 24日 木野木沢地区自治協議会総会
10日 木中野長寿会役員会 25日 金第1回曲木区委員会
11日 金野木沢地区自治協議会理事会 26日 土塩沢区合同会議
12日 土中野子供育成会総会 27日 日中野区、塩沢区春季道普請
13日 日曲木子供育成会総会（役員会） 29日 火中野観音様まつり、聖徳寺護持会総会

野
木
沢
小
学
校
閉
校

後
の
体
育
館
使
用
管

理
に
つ
い
て

QRコード

野
小
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子
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ブ
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所

９
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

旧
幼
稚
園
校
舎
で
の
よ
う
す

平
成
２
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年
野
小
っ
子
ク
ラ
ブ
開
所
時
の
よ
う
す


